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１ 経 緯 

 横浜市磯子公会堂の指定管理者の選定にあたり、横浜市磯子公会堂指定管理者選定委員会（以下「選

定委員会」という。）は、応募団体から提出された書類の審査やヒアリング審査（プレゼンテーション

及び質疑応答）を行いました。 
 この度、選定委員会による審査が終了し、指定候補者案を確定しましたので、ここに審査結果を報告

します。 
 

２ 横浜市磯子公会堂指定管理者選定委員会 委員 

委員長  川添  裕 （横浜国立大学名誉教授） 

委 員  坂本  寿子（NPO法人夢・コミュニティ・ネットワーク代表） 

三上  勇夫（洋光台連合自治町内会前会長） 

屋代  昭治（磯子区民生委員児童委員協議会会長） 

芳垣  貴美子（東京地方税理士会横浜南支部税理士） 

 

３ 審査の経過 

項  目 年  月  日 

●第１回横浜市磯子公会堂指定管理者選定委員会 

（指定管理者選定スケジュールの確定、公募要項の検討等） 
令和６年４月４日（木） 

公募開始（公募要項等を磯子区ホームページへ掲載） 令和６年５月１日（水） 

応募団体説明会 令和６年５月 27 日（月） 

公募要項等に関する質問受付 

（質問 ２件） 
令和６年６月３日（月）・６月４日（火） 

応募書類の受付 

（１団体） 
令和６年６月 27 日（木）・６月 28 日（金） 

●第２回横浜市磯子公会堂指定管理者選定委員会 

  （面接審査＜プレゼンテーション及び質疑応答＞等） 
令和６年８月 20 日（火） 

 
４ 応募団体 

  株式会社 清光社（現指定管理者） 

 

５ 審査にあたっての考え方 

 選定委員会では、「横浜市磯子公会堂指定管理者公募要項」（以下「公募要項」という。）において、

あらかじめ定めた「評価基準項目及び配点」に従って、応募団体から提出された応募書類の審査及び面

接審査（応募団体によるプレゼンテーション及び質疑）を行い、指定候補者を選定することとしました。 

各委員 190 点を持ち点とし、各委員の点数の合計を評価点としました。 

なお、最低基準点は、「現指定管理者が応募した場合」の項目 、「応募団体は、市内中小企業等であ

るか。」の項目及び「市の重要施策を踏まえた応募団体の取組状況」（以下「加減点項目」という。）を

除く合計 175 点に委員数を掛けた合計点の６割とし、最低基準に満たない場合は選定されないことと

しました。 
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＊ 評価項目及び配点（各委員の持ち点は合計の点数の５分の１） 
 

○磯子公会堂 

評価基準項目及び配点 

１ 公会堂の設置理念、区政運営上の位置付け等の理解（100 点) 

２ 公共施設としてのサービス品質の維持・向上（350 点） 

３ 管理運営経費の縮減（175 点） 

４ 安定した運営体制の確保（250 点） 

５ 団体の資質・取組状況・実績(75 点） 

加減点項目を含む合計（950 点） 

加減点項目を含まない合計（875 点） 
※最低基準 875 点×0.6＝525 点 

 

 

 

６ 応募者の制限 

 応募団体について、「公募要項」に定める応募の資格を持ち、欠格事項に該当しないことについて事

務局から報告を受けました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 審査結果 

  応募団体から提出された応募書類の審査及び面接審査（応募団体によるプレゼンテーション及び質

疑）を厳正に行った結果、以下のとおり決定しました。 

 

 
(1) 順位 

１位 株式会社 清光社 

【参考】 
「公募要項」  
７ 応募に関する事項 

(4) 欠格事項 

次に該当する団体は、応募することができません。 

ア 地方自治法施行令第 167 条の４の規定により横浜市における入札の参加資格を制限されていること 

イ 法人税、法人市民税、消費税及び地方消費税等の租税を滞納していること 

ウ 労働保険（雇用保険・労災保険）及び社会保険（健康保険・厚生年金保険）への加入の必要があるにも関わら

ず、その手続きを行っていないもの 

エ 会社更生法・民事再生法による更生・再生手続中であること 

オ 当該指定管理者の選定を行う選定委員が、応募しようとする団体の経営又は運営に直接関与していること 

カ 暴力団（暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法律第 77 号）第２条第２号に規定する暴

力団をいう。）又は暴力団経営支配法人等（横浜市暴力団排除条例（平成 23 年 12 月横浜市条例第 51 号）第２条

第５号に規定する暴力団経営支配法人等をいう。）であること 

※本項目について、横浜市が神奈川県警察本部に対し調査・照会を行うため、別添の「役員等氏名一覧表」（様式 11）

を提出してください。 

キ 指定管理者の責に帰すべき事由により、２年以内に指定の取消を受けたものであること 

ク  ２年以内に労働基準監督署から是正勧告を受けていること（仮に受けている場合には、必要な措置の実施につ

いて労働基準監督署に報告済みでないこと） 

※共同事業体の場合には、構成するすべての団体が前記いずれの欠格事項に該当しないとともに、協定締結時まで

に、代表団体及び責任分担を明確に定めた組合契約を締結し、組合契約書の写しを提出することとし、当該共同

事業体の構成団体が当該施設の指定管理者の選定に単体として応募しておらず、かつ、２以上の共同事業体の構

成団体として応募していないことが必要です。 

※中小企業等協同組合の場合には、本指定管理業務を担当するすべての組合員が前記いずれの欠格事項に該当しな

いとともに、当該中小企業等協同組合の担当組合員が当該施設の指定管理者の選定に単体として応募しておらず、

かつ、２以上の共同事業体の構成団体として応募していないことが必要です。 
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 (2) 得点 
 

評価基準項目及び配点 １位 

１ 公会堂の設置理念、区政運営上の位置付け等の理解（100 点) 68 点 

２ 公共施設としてのサービス品質の維持・向上（350 点） 265 点 

３ 管理運営経費の縮減（175 点） 126 点 

４ 安定した運営体制の確保（250 点） 175 点 

５ 団体の資質・取組状況・実績(75 点） 53 点 

加減点項目を含む合計（950 点） 687 点 

加減点項目を含まない合計（875 点） 
※最低基準 875 点×0.6＝525 点 

634 点 

 

 
 

８ 審査講評 

     ＤＸ化に係る対応については、要求に応えた提案となっている。施設の利用促進においては、夜間 

の新たな利用コマ新設等、新たな取組の提案があり、他の施設にはないサービスを打ち出している点 

が評価できる。自主事業の実施において、株式会社清光社は現指定管理者であるが、第二期から更に 

発展させ、挑戦しようとする姿勢が見える。 

貸館としては意欲的に取り組む姿勢が見え、評価できる一方で、区の特性理解と事業への反映、ス 

タッフ研修の実施における具体的な課題の明確化及び運営への反映には、課題が見える。 
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